
2018 年第4四半期の国際収支統計

2019 年2月 22 日 台湾中央銀行発表
（仮訳）

◆概要
2018 年第4四半期の国際収支は、経常収支が

186.5 億米ドルの黒字、金融収支が 178.8 億米ド
ルの純資産の増加、中央銀行準備資産が 22.2 億
米ドルの増加となった。

◆内訳
⑴ 経常収支
経常収支の黒字額は、前年同期比ベースで、
69.9 億米ドル減少の▲ 27.3％となった。
① 貿易収支の黒字は、前年同期比 54.5 億
米ドル減少の 174.7 億米ドルの黒字となっ
た。世界経済の減速と前年の基準値の高さ
の影響を受けて、輸出は前年同期比 62.5
億米ドルの減少となった。輸入について
は、輸出と連動する品目への需要の減少を
受けて、前年同期比 8.0 億米ドルの減少と
なった。
② サービス収支は、主に製造サービスにか
かる支払いの減少と旅行にかかる受け取り
増加が寄与し、前年同期比 7.3 億米ドル減
少の 7.8 億米ドルの赤字となった。
③ 第一次所得収支は、主に対外投資による
受取所得の減少の結果として、前年同期比
22.0 億米ドルの減少の 27.9 億米ドルの黒
字となった。
④ 第二次所得収支は、主に前年同期より貿
易取引の罰則にかかる受取の増加を反映
し、前年同期比 0.6 億米ドル増加し、8.3

億米ドルの赤字となった。
⑵ 金融収支
① 直接投資は、58.4 億米ドルの純資産の増
加となった。このうち、居住者による対外
直接投資、及び、海外投資家による対内直
接投資は、それぞれ 73.5 億米ドル、15.1
億米ドルの純増となった。

② 証券投資は、162.1 億米ドルの純資産の
増加となった。このうち、居住者による対
外証券投資は、主に海外ファンドや保険会
社による海外の証券投資の増加を受けて、
131.0 億米ドルの純増となった。一方、非
居住者による対内証券投資は、主に海外投
資家による台湾株式保有額の削減を受け
て、31.1 億米ドルの純減となった。

③ 金融派生商品の純資産は、主に民間部門
の金融派生商品の処分損にかかる支払いの
結果による負債の減少を受けて、1.2 億米
ドルの増加となった。

④ その他投資の純資産は、主に銀行部門に
よる海外融資の減少を受けて、43.0 億米ド
ルの減少となった。

⑶ 国際収支の要約（2018 年通年）
2018 年通年において、経常収支は 682.6 億

米ドルの黒字、金融収支は 519.2 億米ドルの
純資産の増加、中央銀行の準備資産は 125.0
億米ドルの増加となった。

（了）
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国際収支の推移
（単位：億米ドル）

Ⅰ（r) Ⅱ（r) Ⅲ（ｒ) Ⅳ（r) Ⅰ（r) Ⅱ（r) Ⅲ（ｒ) Ⅳ（r) Ⅰ（r) Ⅱ（r) Ⅲ（r) Ⅳ（p)

経常収支 727.8 196.8 169.7 165.6 195.6 828.4 181.8 173.3 217.0 256.4 682.6 196.6 163.5 136.0 186.5

貿易収支 706.5 172.1 171.4 170.6 192.5 808.7 166.9 175.1 237.5 229.2 677.3 165.4 179.7 157.6 174.7

輸出 3,099.7 712.9 761.8 775.8 849.2 3,498.4 786.5 845.5 909.6 956.8 3,534.5 831.4 909.8 899.0 894.3

輸入（▲） 2,393.2 540.8 590.4 605.2 656.7 2,689.7 619.6 670.4 672.1 727.6 2,857.1 666.0 730.1 741.4 719.6

サービス収支 ▲103.5 ▲22.1 ▲25.1 ▲34.8 ▲21.5 ▲86.8 ▲19.9 ▲22.8 ▲29.1 ▲15.1 ▲68.2 ▲14.0 ▲23.4 ▲23.1 ▲7.8

第一次所得収支 156.5 52.4 32.3 39.1 32.7 147.6 44.8 31.7 21.3 49.9 106.7 54.4 14.5 9.9 27.9

第二次所得収支 ▲31.6 ▲5.5 ▲8.8 ▲9.2 ▲8.1 ▲41.1 ▲10.0 ▲10.7 ▲12.7 ▲7.7 ▲33.3 ▲9.2 ▲7.4 ▲8.4 ▲8.3

資本移転等収支（▲） ▲0.1 ▲0.0 ▲0.1 0.0 ▲0.0 ▲0.1 ▲0.0 0.0 0.0 ▲0.1 0.6 0.0 0.0 0.1 0.6

金融収支（▲） 597.6 134.1 135.1 146.1 182.3 709.6 152.3 156.8 182.7 217.8 519.2 118.0 124.8 97.7 178.8

直接投資（▲） 86.9 21.2 28.5 41.9 ▲4.7 82.6 17.3 29.8 18.6 17.0 110.3 18.3 ▲7.5 41.0 58.4

証券投資（▲） 788.2 171.2 153.0 218.0 246.0 779.3 261.2 50.2 330.1 137.8 807.0 274.7 218.8 151.3 162.1

デリバティブ(▲) 17.0 0.9 ▲0.1 7.2 9.0 ▲5.0 ▲4.0 1.4 ▲1.0 ▲1.4 16.4 0.0 4.6 10.5 1.2

その他（▲） ▲294.5 ▲59.2 ▲46.2 ▲121.0 ▲68.0 ▲147.4 ▲122.1 75.4 ▲165.0 64.4 ▲414.4 ▲175.1 ▲91.2 ▲105.1 ▲43.0

中銀準備資産変動（▲） 106.6 38.5 31.5 29.5 7.2 124.7 24.3 20.8 39.3 40.2 125.0 47.6 21.6 33.6 22.2

（出所）2019.2.22 中央銀行発表 ｒ：修正値 ｐ：速報値

2016(r) 2017(r) 2018(p)
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